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｜特集 Ic「第川臥国間ば JULYl998 

価値観、意識、ライフスタイルの転換 そして実践ヘ

人と、地球の明日のために
それぞれの役割に気づき、活かし合う

21回目を迎えたMRA国際会議
．仲良く散を一緒に敬う台湾と中国からの参加者

去る6月6日（土）から7日（日）にかけて第21回MRA国際会 小さなことであっても一人ひとりが決心をして、そこへ向け

議がアジアセンターODAWARAで開催されました。「人生の て出発する機会であって欲しい」と参加者に呼び掛けまし

意義を求めて－ それぞれの生き方、それぞれの役割」をテー た。引き続いて地元小田原の二宮秀夫氏は、物質主義が生ん

マに開かれたこの会議には、海外からは台湾MRA協会のリュ だ混乱が、紛争、腐敗、環境問題の3つに現れていると指

ウ・レンジョウ夫妻、オウヤン・フェファンさんの3名がゲス 摘した上で、「その原因は、恐れ、憎しみ、食欲、利己主義

トとして招かれました。またミャンマーからは、今回日本での という人間性にある。この会議ではいわゆる提言をまとめ

ビジネスの合い聞をぬって自主参加する方もいました。国内か たり宣言を発表したりするものではなく、地球環境問題を

らは、教育関係者、会社員、学生、主婦、 NGO関係者、そし 初めとする現在の地球上の問題に関して、実は我々一人ひ

てアジア各国からの留・就学生を初めとした在日の外国人の とりは被害者ではなく加害者であるということに気づく会

方々もこの会議に参加し、延べ70名が全体会議や各分科会を 議であるJと語りました。

通して積極的に意見交換、討議を行いました。

開会式の冒頭では柳津錬造国際MRA日本協会会長代行が、 すべてをつなぐライフライン
去る3月14日に死去された故住友義輝会長のご冥福を祈り、

参加者の賛同を得て黙とうを捧げた後、「今日の情勢の中で、 全国的に環境問題について啓蒙活動を続けているネット

自分の為ではなく人の為に何をするか、何ができるか。どんな ワーク『地球村』の立山裕二講師から「私たちのライフスタ
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ク「

Ho 

・Jt山裕二氏
95年4月にココロジー経

営研究所を訟立、代表を務

める。1992主手より一年間、

総合法令会員情報紙「スー

パービジネスマンJに環境
問題及び情報化について執

筆したのを初め、地琢環境

ネットワーク“地E事材”理

事として講演及び執筆活動

に活置中。

にあるのではないか。そういう意味で を実践していて、この問題に対する参加

環境問題というのは、その一つの側面 者の関心の高さが伺えました。

に過ぎません。ですから、もう一度この 『教育』の分科会では、「大人の在り方

命のつながり、ライフラインというも が子どもの在り方←今、私たちの何を変

のを、家族、学校、職場で問い直し、思 えるべきかJのテーマで、まず子どもた

いだすことが環境の勉強のスタートだ ちが、今どのような状況にあるのかを認

ということになります」と参加者に強 識することから話がスタートしました。

イルと環境問題Jのテーマで、心とエコ く呼び掛けました。 この分科会には、老若男女、 80歳から

ロジー（生態学）の観点から、ライフス 20歳まで幅広い参加がありました。「教

タイルをメインに環境問題の本質につ 環境、教育、国｜軌の問題を意見交換 育勅語にあるような教育が望ましいJと

いてお話を伺いました。 いう一つの意見も出ましたが、全体とし

その中で立山講師は、 3年前の阪神・ 講演会の後『環境』・『教育上『国際』 て、今は時代が変わってきていることか

淡路大震災でのご自身の体験から、当 と3つの分科会が設けられましたが、ど ら、過去が良いとか今が良くないとかで

時マスコミで賑わされた“ライフライ れも今、重要性を増しているテーマだ はなく、これからお互いがどのように学

ン”という言葉が本来持つ意味を、次の けに出席者全員が活発な議論を展開し び合っていけるかを考えることが重要で

ように強調しました。「“ライフライン” ました。 あるという認識が多くを占めました。ま

というのは、人と人とのつながり、人と 「私たちのライフスタイルと環境問 た、子は親の鏡であるということから、

自然とのつながり、自然同士のつなが 題Jのテーマで行われた『環境』の分科 大人の在り方に議論の目が向けられ、特

り、全てのつながりが生命線・ライフラ 会では、立山講師も加わり講演会の内 に子育てにおける母親の重要性などが複

インであるはずです」そして、「現在私 容をベースに、それぞれが環境問題に 数の参加者から指摘されました。

たちが直面している様々な問題、環境 対する関心や普段の日常生活の中でど 「共生から共働へー在日外国人との交

の問題、いじめの問題、老人福祉の問 のように取り組んでいるかを話し合い 流の在り方を考える」をテーマに行われ

題、差別の問題など、実は『命』という ました。またそれぞれ新しい観点から た『国際』の分科会では、日本で暮らす

部分で全て根底で一つにつながってい 環境問題に対する問題意識や情報等が 外国籍の方々がこれまでの日本での生活

て、その部分に目を向けると、やはり 出され、参加者同士でさらに問題点へ で感じてきたことや、日本・日本人に望

今、根底のライフラインが切れている

ことが、ほとんどの大きな問題の根底

の認識を深め合いました。既に多くの

参加者が、それぞれ身近で出来ること

むことなどをそれぞれの視点から素直に

発言いただきました。その中で特に「日

｜分科会｜

環境

v主婦の立場から

この会議では3つの分科会に分かれて、環

境、教育、国際化の問題について意見交換を

重ねましたが、その中から参加者からの発

言をいくつかまとめてご紹介します。（尚、

参加者からの発言は全て要約しています）

割り箸を最後まで使い切る／油をきちんと拭き取る
買い物の際は買い物袋を持参する等身近なところから実践

v食材と健康という観点から
。「普段の食事に［有機野菜］を取り入れている。有機野菜は他
の野菜と比べると確かに値段は高いが、将来の自分の健康を考
えれば決して高くはないのではないかJ
。「娘の食生活の乱れに気づいたことから、家族で［健康］の問
題を通して環境問題に取り組み始めているJ

v水という観点から
O「国連の報告によると21世紀は水を争う世紀になるといわれ
現在、核を保有している国々 のほとんどが、近い将来｛水不足］
が間違いないといわれている。石油でさえそれを争い戦争につ
ながり、ましてや水は｛命］に関わる問題であるJ

v行政に対して
O「回収されたペットボトルが、最終的に私たちの意識とは違っ
た処理の仕方が行われているJ→投書を行い情報開示を求める
O「放置自転車の問題など、諦めずに何度も役所に足を運ぶこと
によって問題解決の道が開けるj
。「行政にはしつこいといわれるまで言い続けるJ ? 



本人がもっ『暖昧さ』に戸惑い、どの

ように行動したらよいのか分からないJ

といった意見がでました。

これに対してある日本人参加者は、

「日本人同士また外国人に対して、しば

しば暖昧な態度をとってしまうが、そ

の暖昧さは何処から来るのか考えてみ

ると、その物事についてあまり深く考

えていないこと、注意力がないこと、無

関心・無責任であることに行き当たる。

注意力をもって考えることは思いやり

につながるJと語りました。こうした

意見を踏まえて、国際化時代の日本人

． と日本社会の在り方について意見交換

が続けられました。

夕食の後聞かれた全体会議では、台

湾のリュウ・レンジョウ夫妻、難民を

助ける会の相馬雪香会長、（財）国際交流

基金の滝田実顧門の4名から、メイン

テーマに沿って自身の体験から得た人

生の意義についてお話を伺い、第一日

目のプログラムが終了しましたが、そ

の後夜遅くまで参加者同士で語り合う

姿が数多く見られました。

一夜明けた7日の午前中は第2回目

後からは全体会議・閉会式が聞かれ、各

分科会の代表者から2日間の話し合い

の内容がまとめて報告されました。ま

た、各分科会の参加者からも発言がな

されました。

気づきとそれぞれの個性、役割
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‘私が母親に対する愛情を忘れた時なん

です’。父親はそこまでして私を教育し

てくれている。人から見たら病気、人か

ら見たらちょっとヘン。でも個性、役割

を持っている。その違いというものを

認め合って、活かし合って、愛とか感謝

を通じて一体化していく。違いという

のは違いを別けるのではなく分かち合

小学校5年生の時、ご自身のある気づ うため。別けるのではなく融合したら

きから環境問題に取り組むことになった 本当に今一番大事な人間としての智恵、

立山裕二講師は、その後も得た様々な 叡智というのが生まれてくるのではな

“気づき”の中から次のようなお話をさ

れました。

「4年前父がアルツハイマーという病

気になりました。暴れる、幻覚、幻聴、

もう大変で少しでも目を離すとドアを突

いかと思いますJ

また別の参加者は、「日頃、大学など

で、教授たちが自分たち若い者の意見

には余り耳を傾けてくれないと感じて

いたが、ここでは自分の話を年配の人

き破り外に走っていこうとします。ある も聞いてくれると感じた。いろいろな

日父親が大暴れをし、必死になってそれ 視点からの意見を聞くことが大切だと

を止めていました。その瞬間“アッ”と

いう感じで…・．それは言葉にだすと色あ

せてしまうのですが、あえていうと父親

が暴れているのではなく、家族の不安、

恐怖、心配を鏡にして返ってきたという

ことに気づいたんです。

‘父親が暴れているのではなく私たち

思う」と語りました。

の分科会が行われ、前日に引き続き熱 の心が荒れていた’。今でも父親が暴れ

そして、最後にスリランカ出身のカ

ピラ・ゴダクムブラさんは、「今日この

会議に参加された皆さんが、この会議

を通して学び決意したことを、次の会

議でその成果を報告し合えるようにお

互いに頑張りましょう」と述べ、来年

の再会を約し、会議の幕が閉じられま

した。． 心な議論が交わされました。そして午 ますが、その時は決まっているんです。

｜教育 IT親の掛ら
｜ O「私は妻として、夫や子どものいうことに愛情を
持って耳を傾け、彼等が本当に何を欲しているの

か、また私に何をして欲しいのかを知るようにしました。そして、教
育については夫に決めさせるようにしました。人生には大きな目標を
持つことが必要であり、かつ、世界で人の為になるようなことが出来
る人間に成長するよう、夫から子どもたちに話をしてもらいました。
家庭の中では誰かを指差して非難しないことですJ
。「｛子は親を見て育つ（父母の在り方を見て）！というが、今の子ども
たちは現在の大人の在り方＝倫理の欠如した世界を見ている。過去の
いい処を残しながら、将来に反映していけばいいJ

v教育関係者の立場から
。「［学歴社会の弊害］を母親たちに理解してもらうことがとても難し
い。また子どもの本心とは逆に｛塾］へ通い、何事も競争社会の中に
いる子どもたちに、思いやりを持てと言っても持てない状況にある。
そしてゆとりのなさからも、子どもたちは自分の力で自分独自のこと
が考えられないでいる。まず我々 大人たちが考えを変えていくことが
必要ではないだろうかj

国際 IT日本人参加者から
I 0「以前イギリスを訪れた時、イギリス人の
友人に、町を歩くあるアジア系の人を何人

と思うかと尋ねたことがある。その友人は『彼はイギリスで生ま
れたイギリス人だと思う』と答えた。そのような考え方が出来る
のを見て、国際化が社会の一部として浸透している欧米諸国と日
本の違いをこの時強く感じた。日本も国際化を社会の一部として
受け止め、視点を変えて前に進むことが大切だと思うJ
。「日本に長く住んで日本が嫌いになって帰って行く人や疏外感
を持つ人がいると聞いて胸が痛む。自分自身が変わらなければな
らないと感じたJ

v外国籍の参加者から

。 「日本の若者は過去の戦争についてあまり知らない為、他のア
ジアの国の若者が歴史を語る時、感情的になるのが理解出来なか
ったようだ。中国人の問では戦争の記憶は今も強く残っている。
スイスのコーの会議では、カンボジア人が中国を恨んでいること
を知った。過去を知る勇気を持つことは、これからの信念・基盤
を持つことにつながるJ
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+-CAUX Round Table Conference 

第13回

コ一円卓会議は、毎年8月（昨年は7月）にスイスのジ、ユネーブ近郊にある

コーという小さな町のMRA会議場で開催されます。

コ一円卓会議

毎年40名近くの世界の経済人が集い、自由な討議を展開しますが、ここ数

年の主なテーマは、Iグローバル企業が世界で果たすべき役割・責任は何かjに
絞られており、より具体的には I企業行動や企業倫理lの問題が中心となって
います。

コ一円卓会議も 19 8 6年の第1回目から数えて今年で第 の円車会議参加候補者に出した招待状の骨子をご紹介してみ

1 3回目を迎え、ある意味でちょうど転換期を迎えていると ましょう：

言ってもいいでしょう。その意味で、今回討議される議題も

若干従来と異なった内容も織り込まれていますが、その伏線

は一昨年の会議以降既にあったようです。では、どういう意

味で『転換期』なのでしょうか。そこには、以下のような背

景が存在していると思います：

①コ一円車会議が、以前の議論中心のサロン的色彩の強い

やや閉鎖的な集団から、もっと行動的な、オープンな組

織を志向するように傾いて来たこと

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

新旧CEOや上級役員の方々の集いであるコ一円卓会議は、

個々の企業ベースまたは政府、その他の機関との協業を通じ

て、より良い世界の構築に向かつて企業に働きかけを行なう

中心的な立場に立っています。

コ一円卓会議が策定した『企業の行動指針』は、『グロー

バル社会に於ける企業の重要な役割』と題したポジション・

ペーパーと共に、グローバル企業の企業行動に関する世界標

②現実に、各国のメンバーや事務局組織をもっと充実させ 準となっているのです。

ょうとする動きや、外部の国際機関（国連、 OECD、ILO コ一円車会議では、その行動計画の一環として、また、会

等）や諸国体（経団連、関経連、経営倫理学会や監査役 議参加対象者を発展途上国の企業経営者にまで拡大しようと

協会）と接触・協業する機会が増大していること いう計画に沿って、信頼性・透明性、貧富の差（雇用）、環

境の各問題に草の根レベルで取り組むため、国単位に支部

さて、今年の会議ではどんな成果が期待出来るでしょう (national chapter）を設立することを検討しています。

． 

か。一つのヒントとして、コ一円卓会議のワレン議長が今年 会議の全体テーマは、 『グローバル経済に於ける企業の ． 

4 

シリーズ「視点J③ 紛争も全く同根の問題と言って良いで 年年初から現在までに報道された紛争

｛国際・民族紛争）

しょう。 事件を見てみましょう。主なものだけ

でもこんなに有るのに驚かされます

さて、今年は現時点で言えばまだ半 （ほぼ解決したものも含む）：

分が経過したに過ぎませんが、今年ほ

ど国際紛争事件が数多く新聞等に報道

された年はないのではないかと思いま

去る6月小田原で開催された第21回す。

MRA国際会議で環境問題について講演さ 昔から未解決のまま残されているも

れた立山裕二さんは、「現在私達が直面し のから、比較的最近発生したものと、背

ている様々な問題、環境・いじめ・老人福景や規模も夫々異なりますが、紛争の

祉・差別などは、実は『命』という部分で犠牲者はいつも一般市民や弱者の立場

根底でひとつにつながっているJと述べら にある人々という事実を見る時、新聞

れましたが、その意味では国際紛争や民族報道等に接する度に胸が痛みます。本

・北アイルランド紛争和平合意

・工チオピア／工リトリア紛争

．インド／パキスタン紛争

（カシミール問題）

．コソボ（ユーゴ）独立紛争

．チベ、ツト独立問題

．東チモール（インドネシア）問題

・I~スク（スペイン）独立問題

．ルワンダ内戦（大量虐殺）
ノ！
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リーダーシップについて－企業の責任と課題』となってお

り、会議には、国連、世銀、 OECD、ILOの代表も参加する

予定ですが、更に、日米欧の枠組みを越えた拡大を目指す

コ一円卓会議の方針に沿って、オーストラリア、カナダ、メ

キシコ、タイ、シンガポールや中東地域からの参加も見込ん

でいます。

ぜひ今回の会議にご出席願い、企業リーダーシップに必要

な原則の明確化、優先課題の決定、国支部の屋台骨を支える

主要ビジネス・リーダーの選定、世界に向けて有意義な成果

をもたらすために必要な戦略的協業の推進にお力添え戴きた

いと存じます…・・．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

尚、円卓会議そのものとは直接関係はありませんが、コ一

円卓会議関連の昨今の動きとして注目したいことは、

①外部の関係団体との接触・協業の機会が確実に増えてお

り、最近の例では上記以外には「日本コーポレートガパ

ナンスフォーラムJ「日本能率協会Jとの接点が出来た
こと

②今年になってから特に大企業を中心に「企業行動規範j

などの社内ルールを制定しようとする企業が増えてきて

いるが、そんな動きと連動するかのように、コ一円卓会

議が19 9 4年に策定した［企業の行動指針jを「世界

標準」の手本として参考にしたいという企業が目立つて

増えていること。

豆知識

コー円卓会議ポジション・ペーパー

『コ一円卓会議へのご招待』で紹介されているワレン議

長の『招待状』に出てくるポジション・ペーパーとは、

コ一円卓会議のいわば憲法のようなもので、コ一円卓会

議の立場を以下の3点に纏めて明確にしています：

①コ一円卓会議の基本的考え方と機能・役割

②グローバル社会に於ける企業の役割

③コ一円車会議並びにその参加メンバーが取り組む

ベき重点課題（問題点）

特に特徴的なことは、最近までは日米欧三地域からの参

加者主体の集まりだ、ったが、今後はアジア、南米等の企業

も含めた世界的規模の組織に拡大して行くことを明確に詠

い、更に、重点課題として以下の3点を取り上げたことで

しょう；

1.雇用の確保 （富める固と貧しい国の較差と

雇用ジレンマの解決）

2.企業経営の信頼性と透明性

3.環境問題

上記は、コ一円卓会議の今までの活動の成果が出たものと． 思われます。
但し、日米欧並びにアジア、中南米は夫々社会経済的、

文化的背景が異なるため、各地域は夫々の置かれた立場・

環境に応じて各課題の優先順位や解決手順を定めて行くこ

とにしています。

＼》

．その他、クルド（イラク）問題、 人として少しでも貢献できるような機会 した訳ですが、最終的に和平合意のカ

アボリジニー問題等々 が有ったら、出来るだけそれに参画する ギとなったのは、当事者が少しづっ譲

こと 歩し合うことによって相互に「共生J

残念ながら私たちはこれに対して個 の枠組みを作って行こうとした熱意で

人としては何も出来ません。しかし、少 さて、去る4月14日（火）の日本の した。世界はこの真撃な取り組みに賛

なくともこのようにしてはどうでしょ 新聞各紙は「北アイルランド紛争和平合 辞を送ったのです。

うか： 意Jのニュースを大きく報道、後に主要 「共生」という言葉。これは本来生

＊先ず、日本では想像もつかない悲惨 各国首脳も、その和平合意へのプロセ 物で学んだ言葉ですが、コ一円卓会議

な紛争事件が世界では常に起こって ス、合意内容について大きな賛辞を送つ でキヤノン賀来会長（当時）が提唱さ

いるということを理解した上で、そ たものでした。何故でしょうか。 れたように、環境問題も含め、様々 な

れなどの新聞報道に出来るだけ敏感 この合意には、北アイルランドのフ口 意味でグローパリゼーションが進展し

になること テスタント、カトリック両勢力、英国、 ている現代社会で、人々 が生き続けて

＊「Thinkglobally and act locally」の アイルランド両政府など紛争当事者が全 行くための、大切な考え方であると言

態度をいつも忘れず、紛争解決に個 て合意に参画、米国も仲介役として関与 えるでしょう。

5 



6 

/MAJ News No.86 1998 

環境問題
地球温暖化、環境ホルモン、ダイオキシン汚染問題など環境問題については弊協会でも重

点テーマとして様々 な取り組みを行なっていますo去る6月小田原で開催された第21回

MRA国際会議でも活発な意見交換が行なわれましたが、この環境問題が私達の日常生活の

範囲内で抱える問題点、ヒトを含む生物または生態系に与える影響については既に充分議

論されてきたと言って差し支えないでしょう。それでは私達はこれからはどうすべきでしょうか。あとは行動あるのみです

が、ここでは、一人の社会人として不言（有言）実行を確かなものとするための方法を考えてみましょう。 MRA国際会議で

も出された意見を含めて整理してみると：

1. 心構えとして：

V環境問題は他人事でなく、一人ひと

りが危機感を持たなくてはならない

問題と理解する

V問題を解決しようという心構えが最

も大切

2. 環境問題の捉え方： I 

V自分の仕事や生活体験、社会経験に

よって環境問題を捉える切り口は随

分違ってきて当然だと思いますが、

その方が環境問題を 「自分の問題J

として捉え易くなるはずです。

例えば、環境問題を：

一自分や子供の健康増進

一動物や森林保護

一自動車の燃費削減（燃料効率向上）

一電気代節約

一在宅勤務で効率向上

一極端な異常気象

（異常干ばつ・寒さ・降雨等）・食

糧不足・感染症流行予防

などの観点から考え、対策を講じ

てみるのはどうでしょうか。

3. 習慣づけ：

V自分で決めたルールを自分の生活習

慣の中に自然に溶け込ませる努力が

必要

Vそのルールが自分の生活の中に定着

するまで、意識的に行動する

さて、前々回から取り上げているf地球温暖化j防止対策問題。執念深いよ
うですが、前回f個人jで出来ることとして挙げた対策を含め、もう一度私
たちが自営生活で出来得ることを考えて見ましょう：

⑥「地球温暖化j防止対策：個人編

マ大量生産、大量消費、大量廃棄の考え方を改め、生活様式を省エネスタ

イルに転換することが最重要

マ個人としては乗用車が最大の温室効果ガス発生源。そうすると、

Gr 出来るだけ車に乗らないで歩くようにする。乗るなら低公害車。移

動には公共交通機関を優先利用。

Gr 路面電車の二酸化炭素排出量は、乗用車の1/5に過ぎない。出来

れば路面電車を利用してみる。

Gr エンジンのアイドリングを毎日5分間止める時二酸化炭素の自動車

からの排出量の2%強が削減可

ま レジャーや都市交通システムの中に自転車を位置づける

マ省エネ性の優れた家電製品、紙類などの選別使用に気を付ける

マ待機電力の節減、照明器具はこまめに消す。朝シャンを控える、など

マコピー機等の事務機は昼休みには電源を切るようにする

マ昼食弁当用には自宅から箸を持参するようにする 一割り箸は出来るだ

け使わないように心掛ける（新聞報道によると、毎日 5,500万組、 900

本の木が割り箸用に使用されている）

これなどの対策は各々すべて、左記『環境問題の捉え方』で考えた項目の

いずれかに該当します。楽しみながら幾つかでも実行し、続けてみてはい

かがでしょうか。継続は力。健康が戻って来そうな気がしませんか！

． 

． 
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まったものであり、政府、企業そして学者

たちが自己利益のために道徳をないがし

ろにしたためである。今こそ、全社会的な

道徳運動が必要な時である。」との挨拶に

続き、文化観光大臣の祝辞、そして、李栄

徳元首相による 「国民性改造とMR A運

動Jというテーマでの講演等が行われま

した。台湾からのゲスト3名を代表して劉

仁州台湾MRA協会理事長が、又、日本か

らも事務局の長野がそれぞれMR Aから

｜和解と許しの呼びかけ 人はこれまで哀悼の表明に努めてきてい 学んだことを披露する機会を与えられま

る。自分は83才になるが、なぜこのよう した。日本を初め、各国のMRAから祝辞

先般の天皇・皇后両陛下のご訪英に際 な年になるまで憎しみの心を解き放てな が寄せられたことも報告されました。

してはイギリスの数名の元軍人たちが沿 いのだろうか。友情の手を差し伸べるべ

． 道で背を向ける仕草をとるなど、まだま きではないだろうか。Jと述べ、既に在郷

だ戦争の傷跡の深いことが改めて示され 軍人が英国政府から傷演年金を受けてい

ました。 るということを踏まえ、日本から補償を

そんな中、元軍人として参戦した二人 求めている強制労働収容所生存者協会の

のMRA関係者がテレビのインタビュー 行動にも疑問を投げかけました。

で和解と許しの必要性をアピールしてく

れました。 MRAの専従として活躍され ｜韓国でMR A発足

60周年記念集会を開催

日本でもMRA発足

晴0周年記念集会を開催予定

1938年にロンドンでMRAが発足して

以来、本年で60周年を迎えるのを記念し

て、来る10月25日（日）の午後1時15

分より4時40分まで、日本青年館・中ホー

ルにて記念集会を開催します。各界代表

によるパネル・デ、イスカッション等を通

てこられたデ、イツク・チャナ一元陸軍大

尉は、天皇陛下が無名戦士の墓前に花輪

を捧げられたウエストミンスター寺院の 去る6月3日、ソウルでMRA発足60 し、日本と世界の諸問題の解決のために、

外で日本の国旗を振っている彼の姿が映 周年を記念する朝食会が、『自分が変わっ 今、私たち一人ひとりが何をすべきなの

し出された後、 「戦後50年を経て、新しい てこそ経済も改善し、国も発展する』とい か、又、何ができるのかを探る機会とした

“始まり”が必要です。これからのことを うテーマの下に開催され、教育関係者を いと存じますので、奮ってご参加下さい

考えていくべきです。Jと話しました。又、 中心に130名余が参加しました。萎錫圭 ますようお願いいたします。詳しくは、追

． 戦時中、捕虜として、有名なタイの鉄道建 韓国MRA会長（湖西大学総長）の 「M って皆様にお送りする案内状をご参照下さ

設に従事したレス・デニソン氏は、 「日本 の危機は我々 の社会の道徳的弛緩から始 い。

*1998年度の主な活動予定（国内・国外） 女海外ゲスト
【4月～6月】

7 Apr オーストラリア 青年訓練コース 7月 3日～12日 リン・フーイェ氏（台湾）

スイス コ一円卓会議 7月19日～22日
リュウ・レンジョウ氏（台湾MRA理事長）

グレース・リュウ夫人（台湾MRA理事）

8 May 
台湾 アジア青年会議 7月31日～8月6日 オウヤン・フェイファンさん（台湾MRA秘書長）

スイス コ一世界大会 7月11日～8月23日
※今後の来日予定者

9 Sep イギリス FFFインターナショナルコース 9月3日～22日 [8月～10月】

ジョティー・スブラマニヤンさん（インド）

10 Oct 日本
第21回関西MRA秋季大会 10月17日～18日 ヴェロニカ・クレイグさん（イギリス）

MRA発足60周年記念集会 10月25日
クレア・レケゃットさん（ニュージーランド）

チョン・ヨン・ヌク夫妻（韓国）

7 



8 

/MAJ News No.86 1998 

スタテsイーコース参加体験記

浅見届代

私がこのコースを通じて学んだことは、2

つあります。それはオーストラリアの先住民の

問題と自分自身についてです。

フィールドワークで、アボリジニ（オースト

ラリア先住民）の問題に取り組んでいる人々 に

出会いました。私はこの人達との交流を通し、

日本でもアイヌや被差別部落といった人種差別

女スタディコース
オーストラリア、メルボルンのMRAアジア・大平洋センター「アーマ」とインド、パンチガ

ニーのMRAセンター、「アジアプラトーjを会場（1年毎に交代）に世界中の青年を対象に

行われています。コースでは時事問題、各国の歴史や文化、環境問題等、様々 な講識やセミ

ナーを受講したり、国籍や人種の異なる人々 と寝食を共にし、「世界家族Jの一員としての心
構えや、今後の生き方の指針を学びます。フィールドワーク（野外実習）では、参加者たち

はオーストラリアやインド各地を訪ね、様々 な人たちと交流し、社会問題の解決に取り組む

人たちへの理解を深め、コースで学んだことを実社会の場で実践するヒントを得ます。日本

からもこれまで多くの若者が参加し帰国後はそれぞれの分野でコースで学んだことを実践し

ています。第25囲スタディーコースは来年1月8日から2月15日までインドで行われる予

定です。詳しくは事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。

の問題があることを思い出し、自分がこれらの した。それは、これから私が書籍等で調べるア ついたかというと、このコースでは自分とは

問題についていかに無知であるかということを イヌ民族の歴史と現在進行しているアボリジニ 違った背景（生活様式や文化、信条など）をもっ

思い知らされました。 の問題をE-MAIL等を使って情報交換してい た人達に大勢出会えます。彼らとの共同生活を

ある日コース参加者のl人が私にこう言い こうと・・・。今はアイヌに関する本を読み始 通して、日常生活の中では発見しにくい潜在意a・
ました。「自分はこの国（オーストラリア）が好 めています。 識の中にある「自分」（自分の弱さや強さ、プラ ’v

きだから、この国をもっと好きになりたいし、 私はこのコースに参加する前に、約5年勤め ス面・マイナス面、新たな可能性など）に出会

誇りにも思いたいからこの問題に取り組んで ていた会社を辞めました。会社を辞職した理由 うことで、「素顔の自分Jを知ることが出来れ

いきたいJ。私は、この人やアボリジニの問題 は、このコースへの参加が直接の理由ではあり ばと、考えたからです。共通語が英語で、日本

に取り組んでいる人たちの熱意や情熱に打た ません。3年ほど前から興味を抱いていた福祉 人の参加者は私l人だけでしたので、正直、鵠

れ、私自身も日本の人種差別の問題について （正確には、ソーシャルワーク）の分野で、今後 賭することはありましたが、自分を鍛えると言

しっかり学び直そうと決心しました。私はその

影響を受けた参加者のひとりとある約束をしま

自分を活かしたいと決めたからです。では何故 う意味では良い経験になりました。

制国際MRA日本協会では、家庭と社会の健
全な発展と世界平和の実現に貢献する活動
を行っています。その事業の充実、発展を図
るため下記の会員制度を設け、より多くの
方々 のご加入を呼び掛けています。

．会員の皆様には

①内外のMRA国際会議やセミナーなどに
参加して国内外の方々 と交流できる機
会の提供
②機関誌IMAJニュース等（年4回）の送付
③講演会／例会等のご案内
を行っています。

このコースに参加することと今後の選択が結び

．入会申し込み方法

所定の入会申込用紙に必要事項をご記入
の上、会費をお振込下さい。
郵便振替口座

口座番号 00180-0-38289 
口座名 社団法人国際MRA日本協会

個人年額｜法人年額

正会員 I 6,000円 I so,ooo円
賛助会員 I3.ooo円～1s側 O円～｜

※詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

l・事務局だより ｜ 

会員数
平成10年7月15日現在

①個人・正会員

現在会員数

②個人賛助会員

現在会員数

③法人会員

現在会員数

④法人賛助会員

現在会員数

お詫びと訂正

397名

133名

12社

73社

＠次回のIMAJニュースは、現在スイスで開催されているコ一世界

大会の内容を中心に、 10月初旬頃にお届けする予定です。

＠転居先不明で返送されてくる郵便物がございます。住所変更・訂

正等ありましたらお手数ですが事務局迄ご連絡下さい。

前号の 「1998年度の主な活動予定」の中で以下の

誤りがありました。

φこれから夏も本番を迎え、暑さも厳しさを増してきますが、皆様

におかれましてはいっそうご自愛くださいますようお祈り申し上

げます。（事務局一同）

①コ一円車会議7月主且～22日→7月旦且～22日

②チェコスロバキア →芝ιユ
お詫びの上訂正させていただきます。

． 


